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より すなわち で

ある。これを解くと すなわち また

は である。よって

より すなわち であ

る。これを解くと である。 であるこ

とから

のとき

である。よって の解は の解でもあ

る。 であることから は求める解の一

つである。

【別解】 の解を直接的に求めることも可能

である。 より で

ある。右辺を左辺に移項した上で展開し因数分解する

と となる。この解は

であるが このうち を満たすもの

は



を求めるには 証明中の

において と とを入れ換えればよい。すると 上式は

となるが これは元の式に等しい。

であるから

　

　

　

　

　

　

はすべて成立する。すなわち の３つのうちどの

２つを選んでも それらは互いに同値である。

かつ かつ のとき

である。一方

である。よって



である。よって だから が成

り立つ。

かつ かつ かつ かつ

である。


